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中国における教員養成教育の授業開発 
―師範大学における生徒指導の授業の必要性と課題― 

張  夢竹  
千葉大学大学院人文公共学府博士後期課程  

 
 

 本研究は、日本の生徒指導の知見を応用し、中国の師範大学における生徒指導教育の課題解決に向けた教材開

発と授業実践を目指した。中国の教育現場では、いじめ、早恋、心理的問題、学業過多によるストレスなど、生

徒が抱える課題が深刻化しているが、教員養成教育における生徒指導教育の不足により、現職教員の対応能力が

十分ではない現状がある。本研究では、「いじめ」「性に関する課題」「生徒指導の基礎理論」「生徒理解」の 4 テ

ーマに焦点を当てた教材を設計し、江蘇大学の学生を対象に授業を実施した。分析の結果から、生徒指導授業が

学生の知識や実践力を向上させ、教育現場における即戦力となる人材の育成に寄与することが明らかになった。

一方で、教材内容における表現正確性やテーマ選定などが課題として指摘され、これに対する改善が求められる。

今後は多様な教育課題に対応する包括的なカリキュラムの開発と、中国の師範大学全体への展開を目指す。 
 キーワード：生徒指導、教員養成教育、中国の師範大学、授業開発 

 
 

1. 問題の所在 

 
1.1. 中国における教員養成課程の課題 

中国の「師範大学（Normal University）」は、その設立

以来、教員育成を目標の中心としてきた。しかし、社会の

発展と多様なニーズに伴い、師範大学は多様な人材を育成

する総合大学への転換を進めている。現在、中国における

師範大学は教員資格取得課程を設置しつつ、学術研究や社

会サービスの役割も担っている。しかし、この役割の変化

には課題も伴っている。 
当時の中国における教員養成課程の課題に対して、陈

(2011)は「新中国建国以来、中国における職前教育課程の

構築の重要性は徐々に高まっているが、職前教育課程全体

の整備は明らかに伝統的な思想的概念に縛られている」と

指摘する。特に、「第一に、カリキュラムは師範性より学

術性を重視していることである。職前の教師教育を専門と

する高等師範学校が提供するカリキュラムは、その内容が

学術性なものに盲目的に偏り、学生の指導力の養成がおろ

そかになっている。教育学、心理学、教学方法などの一部

の専門課程を除いて、高等師範学校の課程は総合大学と同

じである。第二に、実践よりも理論に重きを置いているこ

とである。小中学校での実際の授業から切り離され、抽象

的で難解な理論や実践的価値のないコースが多い。また、

カリキュラム全体に占める実践科目の割合も理論科目の

割合に比べてかなり低く、学生が将来の教職に適応するこ

とは困難である。」と論じている。同様に、李・陈(2002)
も、「わが国の師範大学で提供されるカリキュラムは、心

理学、教育学、学科専門の教材の教学方法に限定され、あ

まりにも均質で理論的である。」ため、「教育測定・評価技

術、生徒の進路指導、心理テスト、カウンセリング技術な

ど、実用性の高いコース」が不足している点を指摘し、中

国の教師教育が理論偏重であり、実践的な指導力の育成が

不十分であることを指摘する1。さらに、李・陈(2002)は、

「教師教育を受けた中国の卒業生が教師になったとき、ゼ

ロから学ばなければならないことが多く、初心者から熟練

の教師への移行時間が大幅に長くなってしまう。したがっ

て、自信を失い、教師という職業への愛着さえも失ってし

まう。」と論じている2。これらにより、教員養成課程の実

践的な不足が新任教師の適応を妨げていることが明らか

になる。特に、生徒指導や進路相談、学習支援の方法、心

理的問題への対応など、教育現場で求められるスキルを身

につける機会が少ないことが課題である。 
 
1.2. 中国の教育環境と生徒の問題 

1.2.1. 中国の教育問題を取り巻く環境と生徒の現状 

中国の教育現場は、急速な経済発展や情報化の進展によ

り、多様な課題を抱えている。特に、試験中心の教育制度

や家庭環境の変化は、生徒の心理的負担や教育の質に大き

な影響を及ぼしている。王（2014）もこの点を指摘し、「現

代教育はほとんどすべての時間を知識教育に費やされて

おり、実践教育や道徳教育などが深刻に欠如している、あ
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るいはほとんど存在していない。」と述べている。以下で

は、現在の中国教育の課題について、具体的な要素を挙げ

ながら論じる。 
① 中学校・高校のカリキュラムと生活環境 
中国の中高生は、厳格なカリキュラムと長時間の学習に 

縛られ、自由な時間が限られている。1955年 7月に、中

国教育部が新中国初の「学業負担軽減令」とされる『中小

学生の過重な学業負担を軽減することに関する指示』を発

表して以来、国家レベルでは合計 10回の「学業負担軽減

令」が公布され、地方政府による関連政策も 100件以上に

のぼる3。しかし、赵・徐（2018）が指摘するように、「中

小学生の学業負担の重さや睡眠不足といった問題は依然

として解決されておらず、過度な学業負担が児童・生徒の

休息の権利を奪い、心身の健康に深刻な悪影響を及ぼして

いる。その結果、この問題は社会的な関心の的となり、議

論の焦点となっている」。 
② 一人っ子政策とその影響 
一人っ子政策の実施以来、中国社会は一人っ子の教育問

題に注目してきた。2016 年の二人目解禁後4も、一人っ子

の現象は依然として続いている。风（2020）は、「2019 年

時点で、中国の一人っ子の人口は約 1億 7,100 万人に達し

ている。」と述べ、また、「今後相当長い期間（少なくとも

30 年）、国家の出産政策や人々の出産観念・行動に大きな

変化がなければ、新生児の中で政策によらず、親が『自主

的に選択』した一人っ子の人口は引き続き増加し続ける」

と指摘している。 

③ 留守児童の存在 
農村地域では、両親が都市部に出稼ぎに出て、子供が祖

父母と暮らす「留守児童」が多くみられる5。これにより、

心理的孤立や非行のリスクが高まると指摘されている。张

ら（2018）は、「留守児童は感情表現、独立性、達成感、

知識の獲得、娯楽の享受、家庭環境に対する総合的な評価

において、非留守児童と比べ、これらの側面で低い評価が

見られる。」と述べている6。また、「留守児童は情緒面の問

題、品行の問題、友人関係においても、非留守児童より顕

著に高い問題傾向を示しており、問題行動の深刻さが示唆

される」。さらに、「留守児童は、交流に対する恐怖の総合

得点や各側面の得点が非留守児童よりも高く、これは留守

児童が非留守児童よりもコミュニケーション不安に関し

て多くの問題を抱えていることが明らかになっている」7。 
④ 高校卒業後の進路決定 
中国の大学入試は年 1回の全国統一試験で決定される。

共通試験は、普通高等学校の学生を選抜する全国統一試験 
(The National College Entrance Examination) である。

6月の高校卒業直後、対象者全員が中国大陸全体で同時に

学力試験を受験し、その結果に基づいて入学可能な大学が

決定される。そのため、日本のように、国公立とは別に、

私立をいくつか受験するということはない。王ら（2013）

による 130名の高校 3年生を対象にした調査では、23.1％
の学生が何らかの心理的な健康問題を抱えており、56.9％
の学生が高いストレス状態にあると感じている。また、ス

トレスの程度は、学生の心理的健康レベルや状態、特性不

安、さらには睡眠の質と有意に関連しており、ストレスが

高い学生ほど睡眠の質が低下し、不安を強く感じやすいこ

とが示されている。 
中国の教育環境は急速に変化しており、生徒たちは学業

負担の重さや家庭環境の変化、進学競争など、多くの課題

に直面している。これらの問題は教育の質や生徒の成長に

影響を及ぼしており、今後の改善が求められている。次の

章では、学校生活における具体的な問題についてさらに掘

り下げていく。   
 
1.2.2. 中国における生徒の問題の概要 

中国社会には一人っ子や留守児童など、特定の背景を持

つ子どもたちが多く存在している。このような状況の中で、

彼らは共通の課題を抱える一方、それぞれ異なる問題にも

直面している。その中でも、児童の健康問題は特に深刻で

あり、身体的・心理的両面から大きな影響を受けている。   
まず、身体的健康については、中国の青少年の近視率が

年々増加しており、特に小中学生で顕著である。その主な

要因として、過度な学習負担、長時間の電子機器使用、屋

外活動の不足が挙げられる8。  
次に、心理的健康の問題も無視できない。俞（2022）は、

中国の小・中・大学生において、抑うつ、不安、睡眠問題

及び自傷行為の検出率が高く、全体的な心理健康状態は深

刻であり、社会全体による高い警戒が求められる。学生の

心理健康問題の深刻さと、それに対する社会全体での対応

の必要性を強調している。  
さらに、いじめの問題も深刻である。「中国青年報」に

よると、「10 の省市の 5,864 人の小中学生に調査を行った

結果として、32.5％が『たまに学校でいじめられる』、6.1％
が『よく上級生からいじめられる』と回答している。」9と

報告され、この割合は決して無視できるものではない。  
以上のように、児童の健康問題、心理的負担、いじめな

どは、中国の学校教育環境において早急な対策が求められ

る課題である。これらの問題はすべて生徒指導と密接に関

係し、学校教育の枠組みの中で具体的な対応策を講じるこ

とが重要である。 
 
1.3. 生徒指導授業を設ける必要性 

文部科学省（2010）「生徒指導提要」は、生徒指導を「一

人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りなが

ら、社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる

教育活動」と定義している。この定義は、「社会的資質」

や「行動力」の向上を通じて、児童生徒の社会的適応力を

育むことを重視している。一方、「生徒指導提要」は、2022
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年 12月に改訂され（文部科学省 2022）、生徒指導を「児

童生徒が、社会の中で自分らしく生きることができる存在

へと、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育

活動」と定義している。また、必要に応じて具体的な指導

や援助を行う点も新たに明記されている。このように、

2022 年の定義では児童生徒の「自発性」と「主体性」を

支える点がより一層重視され、指導の役割が「支援」へと

重点を置きつつ、より包括的かつ柔軟に捉えられているこ

とが特徴である。 
本研究における生徒指導の定義及び内容は、研究実施時

点での最新の指導方針であった 2010 年（平成 22 年）版

の「生徒指導提要」に基づいている。この定義は、教材開

発や授業実践、さらにはその結果の分析の基盤となってい

るため、本研究では一貫性を保つために 2010年版を採用

している。 
中国において、師範大学の学生の必修授業の中に、日本

と同じような生徒指導の授業はほとんどない。しかし、「教

育心理学」や「教育学」などの科目において、生徒指導に

関連する内容が部分的に含まれることがある。例えば、教

育学の授業の中で教員と生徒の関係について学ぶ機会は

あるものの、日本の生徒指導のように、生徒の個々の成長

や適応を支援するための具体的な指導方法や教育相談の

実践的な内容に重点を置いた授業は少ないと考えられる。

また、中国の教員免許取得の過程では、「教育心理学」「教

育学」「北京語」及び「面接」の四つの試験が課されてい

る。これらの試験の中で、面接は主に教科書の内容を適切

に教授できるかどうかに焦点を当てて評価され、生徒指導

や教育相談に関する理解が求められることは少ない。一方

で、近年、中国では、経済や科学技術、情報化の急速な発

展により、社会で様々な問題が現れており、前述した教育

問題も生じている。問題行動などがあった場合の対応は生

徒指導の領域に含まれ、中国における生徒指導実務者の質

を高めるために、杨(2017)は、「中国における高等教育機関

は速やかに『生徒指導』10専攻を新設し、生徒指導分野に

特化した修士及び博士課程の教育・研究を推進すること」

に提言した。 
また、2015 年に、筆者は中国の師範大学における生徒

指導授業を設ける必要性に関するアンケート11を実施し

た。アンケート調査の結果からも、生徒指導授業を導入す

る必要性が浮き彫りとなった。中国の師範大学における生

徒指導に関する教育の現状について、卒業生と在学生の回

答を比較分析した結果、両者とも生徒指導に関する授業の

不足を認識していることが明らかとなった。卒業生の 90%
が「生徒指導の授業がなかった」と回答し、在学生も 73%
も同様の認識を示している。また、生徒指導の授業の必要

性に関する質問に対し、卒業生の 80%、在学生の 87%が

「必要である」と回答した。これらの結果からも、生徒指

導に特化した授業を導入する必要性が明らかとなった。 

そのため、他国の生徒指導の特徴を参考にすることで、

中国の教育現場における生徒指導のあり方について新た

な視点を提供できる可能性がある。本研究では、日本の生

徒指導に注目する。日本と中国は文化的にも学校現場でも

かなり異質なものとして見えるが、日本と中国は交流の歴

史が長く、儒教の影響、漢字の使用など共有している部分

も存在する。欧米の事例よりも参考にしやすいと考えられ

る。日本と中国の学校現場での生徒指導対応の差異と共通

点を検討する上で、中国に有効な指標と言えるだろう。ま

た、日本では、生徒指導が学生の必修授業に含まれ、教員

を目指す学生にとって、生徒指導を学ぶことが教員免許取

得の必修課程に組み込まれていることも重要である。教員

採用試験においても、生徒指導や教育相談への理解が問わ

れる。さらに、いじめ・不登校・非行少年への対応策が中

国の留守児童や問題行動を抱える生徒支援に活かせるこ

とも参考にできると考えられる。 
しかし、生徒指導授業の導入には、師範大学のカリキュ

ラム改革が必要である。また、教員免許試験においても、

生徒指導や教育相談に関する評価基準の設定が求められ

る。これにより、現場で活用できる実践的な教育が提供さ

れるべきである。 
 

2. 研究の目的と方法 

 
2.1. 研究の目的 

 本研究の目的は、日本における生徒指導の既成の知識を

学ぶなかで、中国の教員養成教育を受ける学生に向けて、

「いじめ、性に関する課題、生徒指導の基礎理論、生徒理

解」に関する教材を開発し、適切な生徒指導の授業を開発

し、師範大学で実践して、その考察を行うことで、作成し

た教材及び授業計画の有効性と課題を明らかにすること

である。 
 特に以下の 2 点を中心に有効性と課題を明らかにした

い。 
 1 点目は、中国の師範大学における生徒指導授業を設け

る必要性についてである。1.3 で記述したように、中国に

おいて生徒指導に特化した授業はほとんど設けられてい

ないのが現状である。そのような状況を踏まえて、中国の

師範大学にも生徒指導の授業を設ける必要があるのかを

検討する。 
 2 点目は、開発した教材の内容が妥当かどうかについて

である。中国と日本は地理的に近接し、文化的に多くの共

通点を有するものの、教育に関して相違点が存在する。そ

のため、教材を作成するにあたり、日本の生徒指導に関す

る既存の知見を参考にしつつも、中国の師範大学に適合す

るよう工夫を施す必要がある。また、開発した教材が中国

の師範大学で適用可能かどうかを検討するとともに、生徒

指導を学ぶ学生の取り組みを分析することで、本研究教材
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について理解できるかどうかを検討する。 
 
2.2. 研究の方法 

千葉大学で行われている生徒指導に関する授業を複数

受講して、生徒指導の授業について比較検討していく。生

徒指導の実践に詳しい人にインタビューを行って、日本に

おいて生徒指導がどのようなものであるのかについて論

じていく。 
中国における現代の教育的な課題について、生徒指導と

関連して考えられることについて調査・分析し、その結果

を元に 4 つのテーマを生徒指導の教材として扱う妥当性

を検討していく。そして、中国の教員養成教育を受ける学

生に向けて、生徒指導の教材を開発し、「いじめ、性に関

する課題、生徒指導の基礎理論、生徒理解」を題材とした

授業プランを作成する。2017年 6月に、作成した授業を

江蘇大学教員教育学院の大学 1年生を対象に実践する。授

業中の学生の実際の様子、学生による事前・事後のアンケ

ートの記述を中心に取り上げることで、授業の考察を行い、

事前に作成した教材及び授業計画の有効性と課題につい

て検討する。なお、事前・事後アンケートには同一項目も

設定し、その比較も行う。 
また、江蘇大学教師教育学院の鄭可春12教授に本授業を

傍聴してもらうとともに、筆者が作成した事前・事後アン

ケートについて助言を求めた。その結果、教授からの指摘

や提案を踏まえ、一部修正を加えた。さらに、教授には本

授業に関する評価を整理してもらい、中国の師範大学にお

ける生徒指導授業の必要性および本授業の内容の妥当性

を検討するための資料として活用した。 
 

3. 授業・教材の開発 

 

3.1. 教材開発の基礎資料  

本研究における教材開発では、日本の生徒指導に関する

文献と中国の学校教育に関する文献を主に参照した。具体

的には、日本の文部科学省（2010）「生徒指導提要」及び

宮下・河野（2010）「生きる力を育む生徒指導」、さらに中

国の杨（2016）「中国教育発展報告（2016）」の三つを用い

た。文部科学省（2010）「生徒指導提要」は、日本の生徒

指導の理論や実践方法を網羅的にまとめた基本書であり、

生徒指導の体系的な理解を深めるための基盤として活用

した。宮下・河野（2010）「生きる力を育む生徒指導」は、

生徒指導に関する具体例や実践的内容を含み、より実践的

な指導方法を学ぶ参考とした。また、杨（2016）「中国教

育発展報告（2016）」は、中国の教育現場における生徒の

状況や課題、教育政策に関する詳細なデータを提供し、特

に生徒の現状把握と中国の教育課題を反映させた教材開

発に活用した。本研究では、これらの文献をもとに、日本

の生徒指導の理論を中国の教育文脈に適用する形で教材

を設計し、両国の教育特性に応じた指導方法の比較・検討

を行った。 
 

3.2. 4 つのテーマに基づく教材設計  

本研究では、日本の生徒指導の知識を基に、中国の教員

養成教育を受ける学生向けに教材を開発し、生徒指導授業

を構築・実践することで、教材と授業計画の有効性と課題

を明らかにすることを目的としている。そのため、日本の

生徒指導内容を中国の教育環境に適応させる際、以下の 5
つの観点から検討を行った。 

 
3.2.1. 日本の生徒指導を直接利用できる内容 

日本の生徒指導における「生徒理解」「学級経営」「喫煙、

飲酒、薬物乱用防止」「命の教育と自殺防止」などは、中

国の学校でも直接適用可能である。生徒理解は、すべての

国や地域で重要であり、生徒の個性や心理を理解する基盤

として活用できる。学級経営や喫煙防止に関する指導も同

様に有効であり、命の教育と自殺防止に関しては、高い自

殺率を示す中国の現状に即しており特に必要とされる。 
 

3.2.2. 変更を加えることで利用可能な内容 
いじめや暴力行為については、文化や社会的背景の違い

から、内容を調整して適用することが可能である。いじめ

問題については、日本のいじめ防止対策推進法や理論的枠

組みを参考にしつつ、中国の教育現場に適した形で組織的

対応や早期発見・早期対応を導入するべきである。 
 

3.2.3. 現時点で適用されていないが将来的に必要となる

可能性がある内容 

不登校やひきこもりは、中国ではまだ深刻な教育課題で

はないが、時代の変化とともに重要性が増すと考えられる。

そのため、日本で確立された理論や解決策を参考にするこ

とで、中国の教育課題への先行的な備えを行う意義がある。 
 

3.2.4. 中国特有の課題に基づき再開発する内容 

中国に特有の教育課題である「早恋」に関しては、恋愛

に対する社会的態度や文化的背景を踏まえた教材と指導

法の開発が求められる。また、性に関する問題行動への対

応も、生徒指導と道徳教育の両方の視点から重要である。 
さらに、中国の師範大学での生徒指導授業の実践におい

ては、まず理論型と事例分析型の授業を採用し、「いじめ」

「性に関する課題」「生徒指導の基礎理論」「生徒理解」の

4 つのテーマを中心に扱う教材を開発した。これにより、

学生が生徒指導の意義を理解し、教育現場で必要な実践力

を身につけることを目指している。 
 
3.2.5. 生徒理解の重要性 

「生徒指導提要」（2010）は、生徒指導の基盤として生徒
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理解の重要性を強調している。生徒は多様な生育環境や価

値観を持つため、個別の指導のためには深い理解が必要で

ある。信頼関係の構築は、生徒理解を通じて初めて可能と

なり、適切な指導を行う基盤となる。中国の現職教員が生

徒と良好な関係を築けない背景には、生徒理解の不足があ

ると考えられる。このような課題に対応するため、生徒理

解をテーマとする授業を設定し、教員が生徒に寄り添い適

切に支援できる力を養うことが求められる。 

 
3.3. 教材の内容と作成  

本節では、教材の具体的な内容と作成について述べる。

本研究では、日本の教育状況やいじめ、性に関する課題、

生徒指導の基礎理論、生徒理解に関する情報をもとに、以

下のように教材を構築した。 
 

3.3.1. 現在の日本における教育の状況 

日本の教育制度は、義務教育の年限や設置義務、無償性

などが教育基本法や学校教育法で規定され、全国共通の 9
年間の義務教育が実施されている。一方、中国は地域によ

って義務教育の形態が異なる点が特徴である。また、部活

動や修学旅行など、日本特有の教育活動に関して、現場教

員や学生への取材を通じて多角的な意見を収集した。これ

らの内容を基に、日本の教育現場の特徴や実践的な事例を

教材に取り入れた。 
 
3.3.2. いじめに関する内容 

いじめに関しては、日中両国の文献や教育現場の観察を

もとに実態を分析した。いじめの定義や構造、リスク要因、

加害者の心理、未然防止策について日本の詳細なデータや

法制度を参考にしつつ、中国の現状との比較を行った。さ

らに、学校や学級での対応方法として、いじめ予防の心理

教育やルール作り、加害者・被害者への個別対応の重要性

を強調した。 
 
3.3.3. 性に関する課題 

性に関する課題については、情報化社会や家庭環境の影

響を分析し、日本と中国の現状を比較した。日本では性感

染症や性行動に関する課題が存在し、養護教諭や保健室を

中心とした対応の必要性が指摘されている。一方、中国で

は、早恋や初回性交時の避妊率の低さが課題となっており、

性教育や地域ぐるみの支援が求められる。このような現状

を踏まえ、性に関する問題行動の防止や対応策を教材に取

り入れた。 
 
3.3.4. 生徒指導の基礎理論 

生徒指導は、児童生徒の健全な成長を促し、社会的資質

や行動力を高めることを目的とする教育活動である。指導

には、集団指導と個別指導があり、成長促進、予防的指導、

課題解決的指導の三つの目的が含まれる。また、積極的な

生徒指導の意義を強調し、日本の教育現場で行われている

実践例を参考に、具体的な指導方法を提示した。 
 
3.3.5. 生徒理解の重要性 

生徒理解は、生徒指導の基盤として不可欠であり、児童

生徒を多面的かつ総合的に理解する必要がある。これには、

個々の能力、性格、興味、交友関係、家庭環境などを把握

し、個別に対応することが求められる。観察法や面接法を

用いた資料収集と、教員間や外部機関との連携による情報

共有の重要性を強調し、生徒指導の基盤としての生徒理解

を深めるための具体的な方法を教材に盛り込んだ。 
 
以上の内容を基に作成した教材は、日本の教育制度や現

場の実践知識を基礎とし、中国の教育課題に対応するため

の理論と実践を体系的に組み合わせたものである。 
 
3.4. 授業プランの構成 

本研究では、4コマ（45 分×4 時間）にわたる授業プラ

ンを作成した。 
 

3.4.1. 授業のねらい 

本授業は以下の 4 点をねらいとする。 
1. 生徒指導に関心を持たせる。 
2. 生徒指導の基本的な意義と重要性を理解させる。 
3. 生徒理解の基本概念及び資料収集方法を把握させる。 
4. 生徒指導と関連付けて中国における現代の教育課題を

考察させる。 
 
3.4.2. 授業の展開 

授業の構成は以下のとおりである。 
1 時間目：「いじめ」をテーマとし、日本と中国のいじめ

問題を比較し、いじめの定義、構造、攻撃されやすい子ど

もの特徴、及びいじめの原因を学ぶ。グループ討論を通じ

て意見を共有し、いじめ問題に対する理解を深める。 
2 時間目：いじめの具体的な事例を紹介し、適切な対応

策についてグループ討論を行う。次に、性に関する課題に

焦点を当て、日本と中国の共通点や違いを比較しつつ、思

春期の性行動や恋愛問題への対応を議論する。 
3 時間目：生徒指導の全体像を理解させる。「積極的生徒

指導」と「消極的生徒指導」の概念を説明し、生徒指導の

三つの目的（成長促進、予防的指導、課題解決的指導）に

ついて考察する。小学校 1年生の「お約束」の作成を通じ

て、生徒指導の具体的な適用例を考えさせる。 
4 時間目：生徒理解の重要性を強調し、多角的・多面的

な生徒理解の対象と方法を学ぶ。さらに、学生の経験を共

有させ、生徒理解の実例を基にした具体的な方策を考察す

る。最後に、資料収集の 6 つの方法を紹介し、生徒理解の
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基盤を築く手法を示す。 
この授業プランは、生徒指導に関する基礎知識を養うと

ともに、中国の教育課題に対応する実践力を育むことを目

的とする。グループ討論や具体的事例の分析を通じて、学

生の主体的な学びを促進する構成となっている。 
 

4. 授業実践と結果分析 

 

4.1. 授業実践の概要  

授業の概要は以下の通りである。 
 
実施校：江蘇大学教師教育学院 
対 象：大学 1年生、女子 22名、男子 10名 
時 間：2017年 6月 28 日（水） 
実施：1 時間目 09:30～10:15 
   2 時間目 10:30～11:15 
   3 時間目 14:30～15:15 
   4 時間目 15:30～16:15 
授業者：張夢竹（筆者） 
授業同行：鄭教授 
 

4.2. 授業実施結果の分析 

本研究では、中国における生徒指導の授業の実施とその

効果について考察した。授業は四つのテーマに基づき展開

され、それぞれが生徒理解や指導技術の向上を目的とした

内容で構成されている。以下にその概要と考察を示す。 
 

4.2.1. 1 時間目: いじめ問題の理解と対応策 

初回の授業では、いじめに関する基本的な知識と、事例

を用いた対応方法について議論を行った。授業は以下のス

テップで構成された。   
1. 筆者の自己紹介。 
2. 日本における教育の状況を紹介する。たとえば、日本

における義務教育（中国との共通点も多い）、部活動、修

学旅行など。 
3. 中国と日本のいじめの実態調査(年間発生件数の比

較)を見せる。 
4. いじめの定義について説明をする。 
5. いじめの構造を理解するため、グループごとに討論

を行う。まず、攻撃されるリスクの高い子どもを予想し、

メモする。次に、意見を交換しながら共通点を分類し、結

果を発表する。発表内容を黒板にまとめ、いじめの構造に

ついて説明する。   
6. いじめの衝動が生じる要因を考える。加害者の心理

や環境に注目し、グループで討論し、要因を整理する。発

表を通じて、いじめの背景や発生メカニズムを理解する。

最後に、これらの要因について解説する。   
いじめに関するディスカッションを通じて、いじめを未

然に防ぐための方法を考えることができた。学生たちは、

いじめが発生するリスクを事前に察知し、学級運営の中で

どのように対応すべきかについて深く考えた。 
 

4.2.2. 2 時間目: いじめの事例と性に関する課題への取

り組み 

いじめの事例を紹介し、学生を小グループに分け、事例

の原因分析と解決策を討議させる。各グループの発表を基

に、筆者が専門的視点から補足説明と解説を行う。 
授業中、学生は積極的に意見を交わし（図 1）、いじめ問

題への理解を深めた。また、討議では生徒の心理や背景を

考慮した柔軟な対応策が提案されるなど、実践的な視点が

培われた。フィードバックセッションでは、学生が現場で

活用可能なスキルを具体的に学ぶ機会が提供された。 
 

 
図 1 学生間での積極的な意見交換 

 
次に、「いじめ問題以外、中高生に関して社会的課題と

なっているものがあるか」と発問する。学生に考えさせ、

性に関する課題について導入する。授業は以下のステップ

で構成された。   
1. 思春期の性的成熟と性的行動について説明をする。 
2. 中学校や高校時代、恋愛についてのことを質問する。

（恋愛禁止の学校に在籍していた学生、思春期に恋をした

ことがある学生に挙手させる。）第二次性徴とともに性へ

の関心が高まり、性的欲求が発生する。思春期の恋愛感情

は正常であることを認識させる。 
3. 日本における「恋愛」の事情を紹介する。（概況、事

例などの説明）※補助説明（他の国の態度など）日本と中

国それぞれの課題及び共通の課題を紹介する。 
4. 日本の校則など、教員の態度、生徒の態度、特に恋愛

についてのインタビューを見せる。このビデオは、筆者が

日本で制作した約 10 分間のインタビュー動画で、内容を

学生が理解しやすいように中国語の字幕を付けたもので

ある。学生がビデオを見る時、インタビューの内容は簡単

に補足説明をした。学生はずっと真面目に見ていて、興味

を持たせられたと考えられる。 
5. 「恋愛について、日本の方法」と「中国における性に

関する課題についてどのような対応をとるべきか」の 2 点
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について、グループでの話し合いをする。 
性に関する課題を取り上げ、生徒の恋愛や妊娠といった

現実的な問題にどう対応すべきかを学んだ。事後アンケー

トでは、単に保護者に報告するだけではなく、生徒のプラ

イバシーや心理的ケアを考慮すべきであるとする意見が

増えた。 
 

4.2.3. 3 時間目: 生徒指導の基礎理論 
三回目は、生徒指導の基本的概念とその理論的背景を扱

った。授業は以下のステップで構成された。   
1. 生徒指導の意義について説明する。 
2. 生徒指導の目的や役割、教員としての基本的な姿勢

について説明する。   
3. 日本における「生徒指導提要」を例に、中国の学校現

場との違いを明確に示す。   
4. 生徒指導に関する実際の事例を提示し、学生を小グ

ループに分けて問題点や解決策を討議する。   
5. 各グループの発表を基に、筆者が専門的視点から補

足説明を行い、実践的な指導スキルを強化する。 
討議では、問題行動の背景にある生徒の心理や環境要因

を考慮した多様な解決策が提案された。また、日本と中国

の教育システムの比較を通じて、生徒指導の多様性と重要

性に対する理解が深まった。 
 

4.2.4. 4 時間目: 教員と生徒の良好な人間関係の構築 

最終回では、教員と生徒間の信頼関係の構築方法につい

て実践的なワークショップを行った。授業は以下のステッ

プで構成された。   
1. 生徒指導において、その基盤となる生徒理解の重要

性を説明する。 
2. 「生徒理解の対象の例」について、グループでの話し

合いを指示する。まとめたことを代表者に発表をさせる。 
3. 学生の経験の中で、教員が自身のことを理解するた

めの方策をとってくれた記憶があるか、またそれは具体的

にどのような方策であったか、グループ全員での話し合い

を指示し、グループ内で発言された内容をまとめさせる。

グループごとに発表させる。それぞれの結果についてコメ

ントをする。 
授業では、学生が教員と生徒の関係性が学習効果や生徒

の成長に大きく影響を与えることを理解した。また、対話

を通じた相互理解の重要性について深い洞察が得られた。 
 

4.3. 事前・事後アンケートの考察  

本研究における授業効果を測定するため、事前・事後ア

ンケートを実施した。アンケートの結果から、授業が学生

の理解と態度にどのような影響を与えたかを検討した。 
 
 

4.3.1. アンケートの構成 

アンケートは、①生徒指導に関する基本的知識、②課題

解決能力、③教員としての意識の変化、④授業内容に対す

る満足度の 4 つの観点から構成された。また、自由記述欄

を設け、学生の主観的な感想や意見も収集した。 
 
4.3.2. 事前アンケートの結果 

事前アンケートは授業の一週間前に実施し、32 名の学

生から回答を得た。項目 9 では、在学中の大学において、

生徒指導（いじめや生徒間の問題対応を含む）に関する授

業があるかを尋ねたところ、53%が「ある」、47%が「ない」

と回答した。「ある」と答えた学生が挙げた授業としては、

「講座」13（41%）、「教育心理学」（29%）、「児童の学習と

発達」（24%）、「学生生涯計画」（12%）、「社会実践」（6%）

などがある。これらの授業は生徒指導に関連する内容を含

むものの、必修科目ではなく、また、生徒指導全般を体系

的に学ぶことを目的とした授業とは言い難い。また、事前

アンケートの自由記述欄には、生徒指導に対する個人的な

不安や疑問が 12 人寄せられた。これらの内容は、学生た

ちの生徒指導能力の向上に向けた具体的なカリキュラム

の設計に有益な示唆を提供するものである。 
 

4.3.3. 事後アンケートの結果 

最終授業（4 時間目）終了後に事後アンケートを実施し、

授業を受講した 32名の学生から回答を得た。 
まず、授業内容に関する学生の関心（複数回答可）を分

析すると、「性に関する課題」（47%）、「生徒指導の基礎理

論」（41%）、「日本における教育の状況」（34%）、「グルー

プでの討論・意見交換」（34%）、「日中両国の教育の違い」

（28%）、「いじめ」（22%）、「生徒理解」（19%）などが挙

げられた。特に、「性に関する課題」に関心を示した学生

が比較的多く、日本における生徒の恋愛に関するビデオ教

材が学生の興味を引いた要因として挙げられる。しかし、

本来「適切な恋愛指導」に焦点を当てるべきところ、日本

人と中国人の恋愛観の違いを中心に扱った点は、生徒指導

の学習内容としては偏りがあったといえる。また、「日本

における教育の状況」について、授業の導入部分やカリキ

ュラム構成が興味・関心の喚起に寄与したと考えられる。

一方で、「生徒指導の基礎理論」については、41%が関心を

示し、本教材が生徒指導の学習意欲向上に一定の成果をも

たらしたと考えられる。しかし、「いじめ」（22%）や「生

徒理解」（19%）に関心を示した学生は比較的少なく、教材

の工夫や授業の進め方に改善の余地があることが示唆さ

れる。 
次に、授業方法に関する分析を行うと、「グループでの

討論・意見交換」（34%）を興味深いと感じた学生が比較的

多かった。中国ではディスカッション形式の授業経験が少

ないため、今回の授業を通じてアクティブ・ラーニングの
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形式に慣れ、積極的に参加する姿勢が見られたことは評価

できる。学生の主体的な学びを促進する効果があったと考

えられる。 
最後に、授業内容が将来の教育実践に活かせるかについ

て検討すると、「そう思う」と回答した学生は 97%に達し

た。本研究で開発した生徒指導授業は、学生から一定の評

価を得たことが示唆される。 
 
4.3.4. 事前・事後アンケートの比較 
事前・事後アンケートの比較分析により、授業実施後の

学生たちの生徒指導に対する理解及び態度の変容が明確

に示された。結果を以下にまとめる。 
教職志望と担任業務への関心について、事前アンケート

では 72%が「教師になりたい」と回答し、事後アンケート

では 75%と僅かに増加した。また、学級担任に興味がある

学生は 47%から 69%へと増え、生徒と分け隔てなく接し

たいという意識も高まった。これらの結果から、授業を通

じて教育現場への関心が深まり、担任業務への理解が進ん

だと考えられる。 
授業内容に関する意識の変化について、いじめに関して

は、事前アンケートでは「観察や個別対応」に重点が置か

れていたのが 81%、事後では「学級会議を通じた予防」

(69%)や「全体の視点」（47%）が強調された。対応策につ

いても、個人で解決する意識（72%）から「他の教師や関

係者との協力」（63%）を重視する方向へと変化した。恋愛

に関しては、事前アンケートでは 25%が「関与しない」と

回答し、3%が「早恋は破廉恥なことだ、すぐに辞めさせる

べきだ」と回答し、6%が「正しい指導をするが、介入する

必要はない」と回答した。その他 66%が「勉強を大事にす

べきだから、やめさせるはず」と回答した。否定的な意見

や強制的な指導を求める声が見られたが、事後アンケート

では「理解しつつ適切な指導を行う」（97%）という姿勢が

増えた。授業の欠席や妊娠の問題に対しても、事後アンケ

ートでは「生徒の気持ちを尊重し、プライバシーを守りつ

つ教育する」（63%）という意識が高まった。生徒理解に関

しては、事前アンケートは「個別会話」（53%）や「課外活

動、集団活動、ゲーム」（34%）に重点が置かれていたが、

事後アンケートでは「信頼関係の構築」（63%）が最も重視

されるようになった。また、「SNS を活用する」（16%）な

ど、現代的なアプローチを考慮する学生も増えた。 
生徒指導に関する学生の関心テーマ（複数回答可）を見

ると、事前アンケートでは「いじめ」（50%）、「性に関する

課題」（53%）、「生徒理解」（91%）への関心が高かった。

事後アンケートでは、それぞれ、66%、81%、100%へと増

加した。特に「生徒理解」に対する関心が最も高まり、授

業が学生の視野を広げたことが示された。一方で、「進路

指導」（28%）や「教育相談」（28%）に関する関心の変化

は見られなかった。これらのテーマに関する授業内容が不

足していた可能性がある。 
また、自由記述欄の分析では、事前アンケートでは生徒

指導に対する不安感や不確実性が多く見受けられたのに

対し、事後アンケートでは「実践的な知識を得られた」「具

体的なイメージが湧いた」といった肯定的な意見が多数を

占めた。これらの変化は、授業が学生たちの心理的な負担

を軽減し、自己効力感を高める効果をもたらしたことを示

唆している。 
 

5. 研究のまとめ 

 

5.1. 研究の成果と課題 

2.1.で述べたように、本研究の目的は日本の生徒指導の

既成の知識を学ぶなかで、中国の教員養成教育を受ける学

生に向けて、「いじめ、性に関する課題、生徒指導の基礎

理論、生徒理解」に関する教材を開発し、適切な生徒指導

の授業を開発し、師範大学で実践して、その考察を行うこ

とで、作成した教材及び授業計画の有効性と課題を明らか

にすることであった。ここでは、研究の目的で述べたよう

に以下の 3 つの観点に対応する形で成果と課題を述べる。 
 
①中国の師範大学における生徒指導の授業を設ける必

要性 
②開発した教材の内容が妥当かどうか 
③開発した授業にどのような限界があるのか 
 
①については、中国の師範大学における生徒指導の授業

を設ける必要性があると考えられる。 
授業の事後アンケートによると、97 %の学生が「中国

の師範大学において生徒指導授業を設ける必要性がある」

と考えている。「この授業で学んだことは将来教員になっ

たら活かせると思いますか？」という質問についても、

97 %の学生が「そう思う」と回答した。 
また、この授業を傍聴した鄭教授の評価は、「（一）現実

的な意義と理論的研究価値がある。先行研究は零細な研究

があったが、カリキュラムとして確立しておらず、まだま

だ研究が足りない。本授業は、新しいものだが、非常に中

国の教員養成教育の役立てられると考えられる。…（中略）

（三）生徒指導の有効な展開は、生徒指導の知識が基盤と

なっている。中国において、生徒指導の活動が必要で、教

育制度や教育体制によって、生徒指導についての研究や、

生徒指導の方法、管理制度と評価システムなどの関連する

システムの設計も必要だと考える。」であった。よって、

中国の師範大学における生徒指導授業を設ける必要性が

あると言えるだろう。 
②については、おおむね妥当であったといえるが、問題

によっては一部検討の余地があるといえる。 
おおむね妥当であったと考えられる点として、大きく
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二つが挙げられる。一つ目は、「現在の日本における教育

の状況」について扱ったことで、日本と中国の教育につい

ての様々な違いが学生たちに大きな興味を引き起こした

と考えられることである。前節における事後アンケート調

査から、学生の関心・意欲について分析した。学生の感想

を見ると「おもしろかった」という記述もあり、学生の授

業内容に対する興味を高めることができたといえる。 
二つ目は、事前・事後アンケートの比較によると、「い

じめ」「性に関する課題」「生徒指導の基礎理論」「生徒理

解」それぞれの課題について、例えばいじめに関する知識、

対応方法、生徒理解の仕方などを学生たちが身につけるこ

とができた。ほとんどの問題において、学生は一定程度、

自分なりに理由をふまえて解答を考えることができてい

たといえる。それらの学習をふまえて学生は生徒指導とい

う大きな課題についても考えることができたと思われる。 
また、この授業を傍聴した鄭教授の評価は、「授業の構

想がはっきりとしていた。授業の内容は学校教育と実際の

生活を結びつけて、学生の既存の認知構造に刺激を与えて

いた。学習内容がすっきりとまとまっていたので、実際に

授業を効果的に行うことができていた。また、積極的に学

生が学習を行うことで知識の定着も図られていた。学生が

理解しやすいように、多くの写真や動画を利用していたの

で、学生が積極的に授業に参加しやすくなっており、教育

の効率化が高められていた。」であった。よって、このよ

うに個々については改善の余地が残るが、学生は生徒指導

と社会的課題を結びつけて考えており、大学の授業として

問題はなく、適切だったと思われる。 
しかし、生徒指導について深い理解に関する授業での扱

いに不適切な点、不十分な点が残っていた。それぞれのテ

ーマについても検討する余地が残っている。以下、それぞ

れの課題を示す。 
「現在の日本における教育の状況」：日本の生徒に関する

発言が偏った印象を与える可能性があったため、より慎重

な表現をすべきであった。今後、授業内容の正確性に注意

する必要がある。 
「いじめ」： 使用した定義が 2007年のものであり、現

在日本で使われているいじめの定義は、2013 年に施行さ

れたいじめ防止対策推進法14によるものである。教材作成

時の確認不足が原因であり、修正が必要である。また、「攻

撃されるリスクの高い子ども」についての説明も不足して

いた。 
「性に関する課題」：日本の校則や、教員の態度、生徒

の態度、特に恋愛についてのインタビューについて、ビデ

オ教材は学生たちの興味を引いたが、ビデオ内容は検討の

余地があると考えられる。日本の教育対策を伝えるには不

十分であった。より多くの教員の意見を取り入れ、授業の

焦点を「中学生の恋愛指導」に修正すべきである。 
「生徒指導の基礎理論」：日本の定義のみを扱い、中国

の生徒指導に関する明確な定義が不足していた。今後は、

中国の教育目標を踏まえた生徒指導の分析を加え、日中の

比較を通じた議論を深めるべきである。 
「生徒理解」：多くの生徒理解に関する理論的な知識を

取り上げたが、中国における教育現状、例えば留守児童、

一人っ子への理解などに結びつける内容も扱うべきであ

った。 
また、中国と日本には文化上、教育上の違いがあったた

め、教材を作る際はさらに日本の生徒指導で前提となって

いる知識について中国の学生に向けた配慮が必要であっ

たと考えられる。そのためにも日本のどんなものが中国に

適用するのか、また、中国におけるどんな他の知識が必要

か、更に検討する必要があると考えられる。 
③については、開発した授業にどのような限界があるか、

三つに分けて検討して行く。 
一つ目は、上記に記述したように、学生たちはこの授業

の知識を身につけていたことに関するものである。事後ア

ンケートの「この授業で学んだことは将来教員になった際

に活かせると思いますか？」について 31名が「そう思う」

と回答しており、理由の記述も肯定的な意見を述べている。

しかし、実際にこの授業の内容が教員としての実践にどの

程度役立つかは、学生が教員になってからでなければ明確

には判断できない。教育現場での経験や環境の違いによっ

て、学んだことの活用度合いは変わる可能性があるため、

この点については長期的な視点での検証が求められる。 
二つ目は、本研究では、生徒指導を題材とした授業の一

つとして、「いじめ」「性に関する課題」「生徒指導」「生徒

理解」の 4 つのテーマを扱ったことに関するものである。

今回は 4 つのテーマしか扱わなかった。しかし、生徒指導

の中にはその他にも様々なテーマがある。この 4 つの課題

だけで、さらに 4コマの授業を行っただけでは生徒指導に

ついて学び切ることはできないだろう。時間とテーマにつ

いて大きな制限があったことは明らかである。その結果、

師範大学における生徒指導の授業としては、足りないもの

となってしまったと考えている。しかし、本当に役割を果

たすことができるようにするためには、日本の大学の教員

養成課程における生徒指導の授業のように、多くの時間を

割き、また生徒指導と銘打っていない多くの授業でも、横

断的かつ継続的に扱う必要があると考えられる。 
三つ目は、本研究では、教員養成課程で生徒指導の考え

方や具体的なあり方を指導することを行っていた。しかし、

本当にしっかりと日本の生徒指導を中国に導入するには、

学校現場の改革も必要である。例えば、いじめに対応する

組織体系の構築、「早恋」についての校則の変更などが挙

げられる。このような学校現場の改革を行う可能性はある

と考えられるが、一方で詰め込み教育がしばらく続いてい

る現状の下では、長い時間がかかるかもしれない。 
このように個々の課題については改善の余地が残るが、
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授業の構成としては中国における教育の現状に関連した

内容となっていたと思われる。以上のことをふまえると、

本研究は、課題は残るものの、生徒指導について、学生が

関心を持ち、理解ができることに寄与したといえ、作成し

た教材及び授業計画は一定程度有効であったと結論づけ

られる。 
 

5.2. 今後の展望 

本節では、本研究の課題とさらなる検討をすべき点をふ

まえ、今後の展望を 5 点述べる。 
1 点目は、本授業における授業・教材の改善である。 
2 点目は、本研究の授業内容と関連する授業を開発し、

実践することである。 
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期（半年）で 15コマの授業を開発し、実践することであ

る。 
以上 4 点が、本研究をふまえた今後の展望である。これ

らがこれからの教育研究に生かされるきっかけとなれば

幸いである。もし中国の師範大学が本当に生徒指導の課程

を設けることができれば、今回のような授業を実施する可

能性を見出せるだろう。そのときのために、さらなる研究

を筆者自身続けていきたい。 
15 

は、思春期心理学及び性教育が含まれる。 
14 いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号） 
 
参考文献 

陈时见. (2011). 教师教育课程论―历史透视与国际比较―. 人

民教育出版社. 

风笑天. (2020). “后独生子女时代”的独生子女问题. 浙江学

刊. (5). 67.   
黄晓冬. (2022). 区域特殊教育义务教育阶段科学课程实施: 现

状、影响因素与建议. 泉州师范学院学报. 40(6). 49-50. 

李其龙, 陈永明. (2002). 教师教育课程的国际比较. 教育科学

出版社.   

宮下一博,河野荘子. (2010).『生きる力を育む生徒指導』. 北樹
出版. 

文部科学省. (2010).『生徒指導提要』.  p.1.     
文部科学省. (2022).『生徒指導提要』.  p.12. 
王丽. (2014). 浅谈当前中国教育存在的问题及对策. 新课程学

习(中). (1). 165.  
王睿轲, 马鑫, 李翔, 伍妍. (2013). 高中毕业班学生高考压力

与心理健康的关系. 国际病理科学与临床杂志. 33(6). 511-
514.   

杨东平. (2016). 中国教育发展报告（2016）. 社会科学文献出

版社.   

杨光富. (2017). 美国学生指导制度的历史沿革述评. 全球教育

展望. 4(6-8). 53.   
俞国良. (2022). 中国学生心理健康问题的检出率及其教育启示. 

清华大学教育研究. 43(4). 20.  
赵紫云, 徐春香. (2018). 多措并举做好中小学生减负. 团结.  

(2). 61. 
张孝义, 王瑞乐, 杨琪, 黄宝珍, 徐俊华. (2018). 家庭环境对

留守儿童问题行为的影响: 交流恐惧的中介作用. 中国特殊

教育. (4). 68-70.  
 

 

謝辞 

 本研究に関してご指導いただきました藤川大祐先生をはじ

め、授業実践にご協力いただきました中国江蘇大学の鄭可春教

授、アンケート調査にご協力いただきました皆様、そして関わ

ってくださったすべての皆様へ心より感謝申し上げます。  


